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⼤学オープンイノベーション機能の役割

• 点と点、研究室と企業研究所から、組織対組織の線、そして⾯へ
• 研究開発から量産、マーケットインまで．ステージに応じた切れ⽬ないご⽀援
• 新製品開発だけでなく、新規事業創出、他社協業、スタートアップなどの出⼝まで寄り添う

https://www.mext.go.jp/a_menu/kagaku/openinnovation/index.htm



解決すべき課題・ソリューション

（企業）
• 確かなコミットメントのもと、⼤学連携を強化したい

• VUCAな時代を⽣き残る、新しくパワフルなシーズ、
解決すべき課題そのものを得たい

（アカデミア）
• 社会に貢献したいが企業の考え⽅、ビジネスルール
がよくわからない

• ⾃⾝のテーマ、興味、関⼼と、重要な社会課題との
関係性がつかめない

（ソリューション）双⽅を理解するTIIが、両者をつなぎ、社会実装を加速拡⼤する





オープンイノベーション推進室とTII
• 名古屋⼤学 未来社会創造機構 オープンイノベー

ション推進室
• TIIは東海機構100%出資として、岐⾩⼤を含む

スコープで活動
• OI推進室とのミラー構造が、ユニークネスを⽣む

（利益相反注意）
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東海国⽴⼤学機構100%出資⼦会社
2023.10.2設⽴
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社会（国内外）



TIIの機能

• ⽇本初︓TII⾃⾝が研究主体となり、⼤学から研究者を雇⽤（クロスアポイントメント制度）、
共同研究を組成、実施可能

• 研究者は関⼼ある研究での⾼収⼊、⼤学は資⾦還元と新研究者雇⽤機会の拡⼤、企業は
コミットメントによる短期⽬標達成で、市場参⼊、事業機会の⼤幅な拡⼤が望める

2023年10⽉2⽇設⽴、東海国⽴⼤学機構（岐⾩⼤・名⼤）100%出資



事業ポートフォリオと重点領域

• リカレント教育関連、脱炭素、サーキュラーエコノミーなど社会課題、複合的課題解決にための
異業種・異分野のオープンイノベーション、そして企業間連携から、起業による社会実装まで、
様々なパスでサポート

• モビリティから考える社会、そしてマテリアルによる⾰新、医⼯連携による健康・医療．最後に地
域の強みを最⼤化する⾷と農の4領域から染み出す



• 研究者の雇⽤と⾼度⼈材による社会実装の迅速化と事業⽬線での⽬標設定
• ⼤学は知の価値に対する収⼊を拡⼤し易い（⼀⽅、企業資⾦の⼀時的拡⼤はあるが、市

場参⼊タイミングは早まり、事業成功の可能性は拡⼤する）
企業

TII

研究経費・⼈件費 他

機構
研究者

クロアポ・兼業

使⽤料

TII独⾃の
産学連携契約

⼈件費：タイムチャージ

スペース・設備使⽤契約

プロパー
研究者

機構
研究者

スタートアップ

研究実施
スペース・設備提供

役務提供

サービス提供
研究員派遣

東海国⽴⼤学機構

研究実施に必要なリソース
（研究者・設備等）を提供
⇒資⾦と研究成果を受領

8

TII研究実施に必要な
リソース（資⾦他）を提供
⇒成果受領し社会実装



取り組みご紹介



モビリティ社会分野における事例

⾼齢ドライバの⼼⾝機能計
測による運転適性診断
• COI成果、⼈間加齢・運転特性
⼤規模データベース「DAHLIA」
活⽤での社会実装具体

•

•

診断

処⽅・対処

⻑野店

啓発と販売促進の両⽴



マテリアル分野における事例

社会課題からバックキャスト、機構保有のさまざまなシーズ、研究者を組織構築することから、
脱炭素センター設⽴、新規顧客開拓へとつながる

地球温暖化問題  
 エネルギー問題 ／⾷料不⾜／⽔紛争

基本設計 (2020）

脱炭素

組織構築（2022、23）

産学連携活動(2021〜）

⾼等研究院
脱炭素・環境エネルギー
研究連携⽀援センター

（2021/11/1〜）

（東海国⽴⼤学機構CN推進の司令塔）
１, CNコアリション活動の具体的対応

２，産学官連携による⼤学シーズの社会実装の実現

未来社会創造機構
脱炭素社会創造センター

（2022/4/1〜）

カーボンニュートラル (CN)推進室 2023/４再編

キックオフ(2020）
@豊⽥講堂
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ナノライフ＋アグリ＆フード分野における事例

• Tokai Open Innovation Salon、TOIS活動＝サロン6回開催、により、中⼩・中堅
企業を束ね、⼤型化する取り組みに着⼿．着実に新規顧客の開拓、分野拡⼤へ



TOISから共創テーマを⽣み、社会実装へ

• 研究者と社会が⼊り混じる場を設け、ビジネスインサイトを⽣む
• アイデアをテーマへ、各種リソースを当てながら社会実装へと駆け上がる
• 企業との協業、スタートアップによる早期事業トライを躊躇なく実施

・連携講座・センター
・共同研究
・学術コンサル

（⼤学）

パートナー
（エッジパーソン）

企業 スタートアップ研究者・学⽣ ⾏政 ⾦融

VC
インキュベーター
ソリューションパートナー

各種補助⾦・ファンド

GAPファンド

事業会社フロア SUPフロア

技術実証
プロトタイピング

（ガレージ契約2）

仮説⽴案・検証
（ガレージ契約1）

実装

発⽕点／アトリエ
（苗床・TOIS）

実証・テストマーケ

Stage4

Stage1

Stage2

Stage3

コンサル・シンクタンク



ナノライフ、⾷と農における挑戦的テーマの創出

• 研究者、企業を募り、ドリームチーム形成へ
• 出島化された⾃由度と、⼤学の知の蓄積を使い倒す（TIIならでは）

おいしさ

フードロス

機能性⾷品

都市再⽣
コミュニティ

共⽣農業

細胞利⽤
細胞農業 ⼟・根・菌に注⽬、

地球に優しい持続可能な農業とは︖

コーヒーとビール、⼈々が集う、“くらし”が息づくまち
⽣産（畑）と消費が隣接するまちとくらしを考える
⼈⽣100年の⽣き⽅、くらし⽅を考える

培養⾁、鶏卵…、代替タンパクが変える未来
細胞を材料視点で⾒る取り組み

アップサイクル、そのために必要なバリューチェーンとは︖
材料調達から出⼝（販売）までを考える

味覚から⾷感、フレーバーへ
そして、シーンも含めた美味しさとは︖

⾷から取り込む⼼と⾝体の健康
（地域企業のR&D機能を担う）

（研究者）

（企業A）

（企業B）

（エッジパーゾン）



ご清聴ありがとうございました


